
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

＜活動内容＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・固形石鹸を見て「せっけん」と答えられる子はいなかったが泡が出るものという認識はみ
んなあったようで口を揃えて「あわあわ」と言っていた。ネットを使って泡を作ったことに
より、弾力のある泡ができ、感触をたくさん楽しむことができた。子どもたちも夢中になり
黙々と遊ぶことが多かった。
・絵の具やカップを用意することで、食べ物に見たてて遊んだり色が付くことを楽しむ様子
がみられてよかった。

・探究活動としての時間を設け、４人ずつの少人数で順番に行っていっ
た。排水ネットの中に小さくした固形石鹸を入れておくと、みんな興味を
示しこすって泡が出る様子を楽しんでいた。きめ細やかな泡がたくさん出
来たので、弾力もあり子ども達も感触を楽しみ笑顔もみられた。
・泡も感触を十分に楽しんだ後には、少し絵の具を混ぜて色を付けるとた
くさん混ぜてみたり、色の付いた泡同士を混ぜて色の変化にも気づくこと
ができた。

(子ども)
・保育士が持っていた泡を目の前で見せると
指先で触ろうとする。

(保育士)
・固形石鹸を見せながら「これ何か知って
る？」と質問すると「せんべい」と元気よく
答える。

(子ども)
・「俺の家にも石鹸ある」と言いながらたく
さんこすり合わせ、泡を作っていた。たらい
の中いっぱいになった泡を両手で触る。
・友達が色つきの泡で遊んでいるのをみて
「みどり作る」と言い、泡を分けてもらって
いた。

３歳児…感触遊び（泡遊び）

・生活の中で泡石鹸を使った手洗いをしている。その時にしっかり洗うこ
とも出来るようになった半面、泡をたくさんつけている様子がみられ、泡
で遊んでみたいと思った。

２.活動スケジュール

・各４人ずつのグループに分かれ、少人数で行っていく。
・固形石鹸やネットを使用して泡の感触遊びを楽しむ。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

令和6年8月20日

(子ども)
・たらいの中にあるネットに気づくとすぐに
触れてみる。「気持ちくなってきた」とい
う。擦っていくと泡が出ることに気づき「あ
わあわじゃん」と笑顔になる。たらいの中を
泡だったネットで擦りはじめ「お掃除みた
い」掃除をしていた。
(保育士)
・「石鹸、おうちにある？」
(子ども)
・「おうちでお顔とか洗ってるよ」と答え
る。
途中でシャベルやバケツを出すと、シャベル
に泡を平たく乗せてフライパンに見立ててあ
そぶ。「ハンバーグみたい」と言い喜ぶ。絵
の具を入れるとたくさんかき混ぜ「ピンクに
なった」と色の変わる様子を楽しんでいた。

・戸外にブルーシートを敷きその上で行う。
・泡が顔に付いた時に拭く用のタオルを用意する。

4.探究活動の実践


